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『働くことを軸とする安心社

会～まもる・つなぐ・創り出

す～』の実現を目指して！ 
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今
年
も
連
合
は
、
「
恒
久
平
和

へ
の
希
求
と
平
和
運
動
」
を
全
国

で
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
６
月
の
沖
縄
集
会
を
皮

切
り
に
、
広
島
集
会
、
長
崎
集
会
、

根
室
集
会
を
開
催
し
ま
す
。
西
部

地
協
か
ら
は
青
年
女
性
委
員
会

を
中
心
に
、
６
月
２３
日
〜
２４
日

に
か
け
て
開
催
し
た
沖
縄
集
会

に
小
林
久
人
地
協
青
女
事
務
局

長
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。
沖
縄
で

は
１
日
目
に
基
調
講
演
と
平
和

式
典
、
２
日
目
に
ピ
ー
ス
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
戦
争
の

悲
惨
さ
や
現
状
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

８
月
５
日
の
広
島
集
会
に
は

江
津
地
区
会
議
か
ら
畔
柳
拓
真

さ
ん
、
浜
田
地
区
か
ら
藤
野
凌
司

さ
ん
、
益
田
・
鹿
足
地
区
会
議
か

ら
吉
永
美
拓
さ
ん
・
宗
田
莉
奈
さ

ん
の
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
広

島
で
は
、
ピ
ー
ス
ウ

ー
ク
に
参

加
し
原
爆
投
下
の
歴
史
の
検
証

と
語
り
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を

7月 14日（告示）、7月 21日（日）
投開票の日程で行われた益田市長選

挙において、連合推薦候補の山本浩

章氏が無投票で 4期目の当選となり
ました。引き続き、政策・制度要求

やその他幅広い取り組みに対し連携

を図ってまいります。この間の組合

員の皆さんの取り組みに感謝申し上

げます！

２
０
２
４
年
連
合
平
和
行
動
へ
参
加
！

今回、１日目に基調講演と平和式典、２日目にピースフィールドワークに参加させていただきました。

基調講演では、講師の前泊博盛教授から「再考・日米地位協定」題目で講演していただきました。７９年前の沖縄戦

犠牲者を悼む「慰霊の日」を迎え、沖縄県の本土復帰から５０年以上が経った今もなお、日本列島における在日米軍

基地・施設の 70％が集中し、オスプレイ・ヘリコプター墜落等の米軍基地に関する事件・事故が発生しています。
 米軍基地に関する問題は、沖縄だけでなく日本全体の問題であり、私たちが平和で安心して暮らし働くうえでない

がしろにしてはならないことだと感じました。ピース・フィールドワークでは、沖縄県で新たな米軍基地が建設され

ている名護市瀬嵩の浜（辺野古キャンプ・シュワブ）の現場を見学させていただき、自然豊かで美しい景観、貴重な

動植物が生息する地を侵食している現状を目のあたりにしました。辺野古キャンプ・シュワブの建設によって恩恵を

受ける方々もいるため、一概に悪であるとは言えませんが、地元の方々の反対意見を押し切って、建設を強行するこ

とは平和的な行動からはかけ離れていると感じました。沖縄で起こった悲惨な過去や、現状に起きている米軍問題に

対して、日本全体の問題として受け止め、後世に伝えていく必要があると思います。最後に、この度は連合 2024平
和行動 in 沖縄に参加させていただき、とても実りのある 2 日間を過ごすことができました。また機会があれば参加
させていただきたいですし、もっと多くの方に参加してほしいと思いました。

浜田市職員労働組合 小林久人

学
び
、
そ
の
後
の
平
和
集
会
で
は

被
爆
８０
年
に
向
け
て

被
爆

地
広
島
の
課
題
と
役
割

と
題
し

講
演
を
受
け
、
1
年
間
の
取
り
組

み
内
容
と
成
果
な
ど
に
つ
い
て

資
料
に
基
づ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。８

月
８
日
〜
９
日
の
長
崎
集

会
に
は
地
協
青
女
琴
野
海
流
委

員
が
出
席
し

地
球
の
健
康/

人
間

の
健
康
そ
し
て
核
廃
絶

と
題
し

講
演
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
９
月
７
日

〜
９
日
開
催
の
根
室
集
会
に
地

協
青
女
の
手
島
孝
侑
さ
ん
が
出

席
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

～益田市長選挙結果～ 
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西
部
地
協
は
、
７
月
５
日
（
金
）
浜
田
市
内
に
お
い
て
、
連
合
島
根
推
薦

首
長
で
あ
る
浜
田
市
長
の
「
久
保
田

章
市
」
氏
を
お
招
き
し
て
、
浜
田
市

政
に
つ
い
て
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
連
合
島
根
か
ら
成
相

会
長
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
浜
田
地
区
会
議
議
長
・
事
務
局
長
お
よ
び
構
成

単
組
・
支
部
代
表
者
を
中
心
に
参
加
を
要
請
し
、
総
勢
16
名
の
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
冒
頭
、
高
平
議
長
お
よ
び
成
相
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を

受
け
た
の
ち
、
久
保
田
市
長
か
ら
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
て
「
浜
田

市
の
課
題
と
人
口
減
少
対
策
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
の
中
で
は
、
人
口
減
少
の
推
移
と
併
せ
て
、
浜
田
市
の
事
業
所

数
の
減
少
が
示
さ
れ
、
そ
の
中
で
も
従
業
員
数
10
名
以
下
の
事
業
所
が
全
体

の
８０
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
、
そ
う
し
た
小
規
模
企
業
が
廃
業

や
廃
業
を
予
定
し
て
い
る
と
い
う
問
題
を
聞
き
、
改
め
て
危
機
感
を
抱
か
さ

れ
ま
し
た
。
対
策
と
し
て
、
若
い
音
楽
家
の
定
住
に
向
け
た
取
り
組
み
や
サ

カ
ー
選
手
の
誘
致
に
よ
り
定
住
促
進
・
関
係
人
口
の
拡
大
と
あ
わ
せ
て
地

元
企
業
に
勤
務
す
る
こ
と
で
労
働
力
の
確
保
に
も
つ
な
げ
て
い
る
と
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
意
見
交
換
で
は
、
水
産
業
お
け
る
地
元
船
団
の
後
継
者
不

足
の
中
で
水
産
高
校
か
ら
の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て
、
周
辺
地
域
の
過
疎
化

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
同
会
場
に
て
市
長
を
交
え
参

加
者
で
懇
親
会
を
開
催
し
、
和
気
あ
い
あ
い
ム
ー
ド
の
中
で
、
久
保
田
市
長

と
の
今
後
の
連
携
と
懇
親
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

２０２４年度（令和６年度） 
有期・短期・契約等労働者の賃金引き上げや島根県内における若者の雇用促進・労働力確保・中央との賃金格差の是正等、様々

な課題について公・労・使で議論を展開するなかで、労働者全体の底上げ、処遇の改善を図 

るため、島根地方最賃金の引き上げに向けて連合島根は、最大限の取り組みを展開し、過去 

最大の引き上げ額で結審しました。 

※新しい最低賃金は最速で 10月 12 日に適用される予定 

◎島根県地域別最低賃金引き上げ結果

 引き上げ額は、   ５８円で、

島根県の最低賃金は９６２円となります。 

下回ったら法律違反！


